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1　「モンタージュ理論」の誕生
1920年代のソビエトで若い映画作家たちが映画の新しい表現方法を模索した。プドフキンやエイゼンシュテインは、「モンタージュ」が映画独自の創造的表現力をもつことを論じ、作品のうえでもそれを実践した。「モンタージュ理論」といわれる。モンタージュ（MONTAGE）とは、フランス語で「編集」の意味。英語のEDITINGと同じ意味だが、単にカットを物理的につなぐという意味を超えて、「カットＡとカットＢの接続（衝突や融合）によって、Ｃという効果や概念・意味性などが観客の心に生まれる」という映像表現の基本的な用語であり、理論。作者の意図をより明確に表現しようとして編集すること。
2　モンタージュの種類（伊藤）
1 認識を強化するモンタージュ

　　・素材の要素を抽出して積み重ね現実以上の認識を与える

2 空間や時間を超越するモンタージュ

　　・別々の場所で撮影したカットをつないで架空の場所を作る＝創造的地理

　　・別々の人物の部分のカットで架空の人物を作る＝創造的人間

　　・過去を回想したり、夢や空想を表現することができる

3 弁証法的モンタージュ

　　・カットをつないで画面には描かれていない意味性を生じさせる（Ａ燃える暖炉＋Ｂ見つめ合う男女＝Ｃ燃える恋）
3エイゼンシュテイン（1898-1948）の映画
プドフキン、クレショフと並び、モンタージュ理論の確立に貢献したのがエイゼンシュテインである。
『戦艦ポチョムキン』（1925）：　ロシア黒海艦隊の旗艦である戦艦ポチョムキンで、1905年に水兵の反乱が起きた。ロシア革命のきっかけとなったこの反乱を描いたエイゼンシュテインの代表作。反乱を支援するオデッサ市民たちが、コザックの軍隊によって虐殺される「オデッサの階段」のシーンはとくに有名で、トーキー以後の映画にもさまざまな影響を与えた。異なるカットのつなぎ（jaxtaposition）によって生じるショックを計算し、短いカットを重ねて緊迫感を盛り上げるなど、「モンタージュ」の効果が発揮された成果となった。
4クレショフの実験
プドフキンとクレショフは実験用として、俳優モジューヒンのクローズアップに続けて、①テーブルの上の皿に入ったスープ、②棺おけに横たわる女性、③おもちゃで遊ぶ少女、をつないだフィルムを作り観客に見せた。観客はモジューヒンの演技を激賞したが、彼の演技のショットは実際にはどれも同じショットだった。この異なるショットの隣接並置（jaxtaposition）による効果を、彼らは「モンタージュ」と名づけた。
アルフレッド・ヒッチコックによる解説: 　イギリスの著名な映画監督、アルフレッド・ヒチコックの映画解説の中に、クレショフの実験の再現を試みたものがある。
5　さまざまなモンタージュの展開
　　　　　・直列のモンタージュ　（ Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→ ）　例.『ドラグネット正義一直線』
       ・回想のモンタージュ　（ Ａ→（Ｂ→Ｂ）→Ａ→ ）　例.『普通の人々』

　　　　　・交互のモンタージュ　( Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂ→　 ) 　例.『ダイハード２』
　　　　　・並列のモンタージュ　( Ａ・Ｂ→Ａ・Ｂ→Ａ・Ｂ→ ) 　例.『マラソンマン』
5　デクパージュ　
　「モンタージュ」という言葉に対して、「デクパージュ」という言葉がある。映画において、「デクパージュ」とは画面構成、ショットの配列を指し、一部にモンタージュの意味を包含して使われることもある。
「デクパージュ」とは、フランス語で「切り抜き」「なめらかな語り口」などを意味する。「コンテ」と同義語として用いられることもある。「切り抜いたものの組み合わせ」というほどの意味で使われることが多い。「切り抜きとコラージュで制作された造形品（紙に印刷された絵や図版を切り抜いて貼りつけ、その上からニスを塗るなどの表現技法）」を指したり、「客席での料理の切り分けること」を指す用語であることもある。
簡単にいえば、「モンタージュ」が、映画表現の実際においては、複数の（独立した）カットとカットの組み合わせによる「衝突」によってもたらされるものを「モンタージュ」とするならば、ことさらな「衝突」「ショッキング」に拠るのではなく、１つのカットの流れの中に、（カメラが動いて、ねらいとするものを次々に捉えたり、人物が入れ替わるなどして）複数の被写体を「切り抜き」ながら意味性を表現するような場合、「デクパージュ」といわれる。「モンタージュ」、すなわちカットとカットの衝突によって意味性を生じるだけが、映画表現の方法ではないので、「デクパージュ」という言葉が必要となる。　　　　　　
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1920年代のソビエトでは、プドフキンやクレショフら、若い映画作家たちが映画による新しい表現方法を模索し、「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿理論」を生み出した。1925年に、映画『戦艦ポチョムキン』を監督して、この理論の確立に貢献した人物が、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿である。

　モンタージュを大別すると、大きくは以下のような３つの種類がある。

1 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿するモンタージュ
2 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿するモンタージュ
3 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿的モンタージュ
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